
　Aero Optim 20J (prototype) の 3 段×1列配列の組み合わせおよび自転車用測定台を用いて、Blocken et al. (2018)* 
によるダウンヒルフォームの空力を CFDと風洞実験で検証した学術論文と同じ内容の実験を行い、結果を比較した。
*Bert Blocken, Thijs van Druenen, Yasin Topalar and Thomas Andrianne (2018) , “Aerodynamic analysis of different cyclist hill descent positions” ,  
Journal of Wind Engineering & Industrial Aerodynamics, 181, p27-45.

　点群が全体的に空気抵抗が小さい方向に移動している
ものの、分布の傾向は概ね一致した。このことから、
Aero Optim は、サイクリストのライディングフォーム
の空力を測定して相対比較する用途に有用であると考え
られる。空気抵抗が全体的により小さくなった要因は、
試験対象物の体格・車両・支持方向・衣服・ブロッケー
ジ等の差異が考えられる。

【備考】
・論文中の風洞試験の結果は風洞補正係数により補正されている。また、論文中の CFDはブロッケージの影響を無視できる条件であった。本実験では風
洞補正係数およびブロッケージによる補正は実施していないが、気温・湿度・気圧による補正は実施した。
・本実験で用いた測定台は開発中のものであり、精度・誤差の評価が不十分である。そのため、本実験結果はライディングフォームの相対比較の参考値と
して提示するものである。
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